
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２０日（金）に第６回「手宮地区小学校統合協議会」を開

催しました。冒頭、事務局から、統合小学校の校名の決定につい 

て報告があったほか、各部会か

ら協議概要の報告や『学校づく 

り部会』から「新しい学校づくりに向けた基本的な考え方」について

提案があり、協議を行いました。 

 
手宮地区小学校 

統合協議会ニュース 
《第６号》 平成２７年３月発行 

加藤部会長（手宮西小校長）から、手宮地区統合小学校の校名が決定したことを

受けて、１月１５日に部会を開催し、校章及び校歌の選定の進め方について協議し

た旨報告がありました。小樽市で直近の新設校である望洋台中や他都市の事例を参

考に話し合いを行い、校章については、教職員を主体に数名でグループをつくり、 

校章デザイン案の作成をお願いする方向で、協議会の正副会長を中心に人選を進め、次回以降の部会で

協議するとの説明がありました。 

また、校歌については、作詞は公募してはどうか、子ども達からフレーズを出してもらい、それを取

り入れて先生方に作詞してもらってはどうかという意見や、校長先生、音楽の先生、あるいは著名な方

に作詞をお願いできないかなどの意見があった旨説明があり、最終的な部会の考えとして、統合関係校

にゆかりのある作詞家にお願いし、それが難しい状況であれば、部会で進め方を再度検討するとの報告

がありました。 

◆ 第６回統合協議会を開催しました ◆ 
 

『校名・校歌・校章に関する部会』からの報告 

校章及び校歌について 

校名が「手宮中央小学校」に決まりました！ 

前回の統合協議会で決定した六つの校名候補（手宮中央・手宮公園・桜

の丘・手宮の丘・北陵・若葉）は、平成２６年１０月３０日開催の教育委

員会において協議が行われ、最終的に「手宮中央小学校」に決定しました。

その後、平成２６年１２月に開催された小樽市議会第４回定例会で、小樽

市立学校設置条例の一部を改正する条例案が可決され、平成２８年４月１

日に開校する統合校の校名が正式に「手宮中央小学校」と決定しました。 

 

に報告「校名等に関する部会」で、応募のあった校名案から、市内他校

と混同する恐れがあるものや教育上ふさわしくないと思われるものなどを

整理します 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

◆問合せ◆ 事務局 小樽市教育委員会 適正配置担当 

電話 0134-32-4111（内線537） FAX 0134-33-6608 

E ﾒｰﾙ gakko-tekisei@city.otaru.lg.jp 

 

第７回統合協議会の日程については、決まり次第、

市ホームページでお知らせします。 

沼田部会長（北手宮小教頭）から、昨年１０月２７日に部会を開催し、統合によ

り各校の校区から手宮中央小（現手宮小の場所）に通学する際の、想定される主な

通学経路や注意・危険箇所などについて話し合いを行った旨報告がありました。部

会では、北手宮小校区の中野植物園前の道路は歩道がなく、特に冬は道幅が狭くな 

ることや、色内小校区の浄応寺前の道路は交通量があり、坂道でスピードを上げる車両も多いなどの意

見が出されました。これらの意見を踏まえて、部会メンバーで注意箇所の現地確認をすでに夏期と冬期

の２回実施しており、今後、対応策などについて検討していく旨の報告がありました。 

『学校支援部会』からの報告 

通学の安全確保について 

同じく１０月２７日の部会で、各校における地域との連

携の取り組み状況などを参考に話し合い、北手宮小で行う雪まつりを統合後も継続してほしいとの意見

や、神社の祭典開催時の町会行事が続けられるように配慮してほしいなどの意見があり、今後、具体的

な取組について検討していく旨報告がありました。 

学校と地域の連携について 

及川部会長（手宮小教頭）から、昨年１１月２７日の部会で、手宮中央小の教育課

程の編成など、具体的な作業を進めていくにあたっての基本的な考え方について協議

した旨の報告と部会案の提案がありました。この基本的な考え方は、グランドデザイ

ンやこれまでの部会での意見を踏まえてまとめたもので、教育課程編成にあたっての

基本的な方針や重点的に取り組む事項などを示しています。 

『学校づくり部会』からの報告と提案 

新しい学校づくりについて 

～ 部会提案 （要約） ～ 

◆教育課程編成にあたっての基本的な方針 … ４校の統合にあたっては、ただ単に通学区域を統合小学校に

編入するという統合ではなく、本道の開拓を支えた歴史ある地域に位置する新しい学校として、歴史、伝統を

受け継ぎ、地域と連携し、コミュニティの中心となって活動する学校を創る考えに立ち、作成したグランドデザ

インに基づいて進めていく。 

◆重点的に取り組む事項 … 学校の教育目標などの具現化への道筋をおさえる、「知」「徳」「体」のバランスの

とれた教育を推進する、「学力の向上」「豊かな心の育成」「体力向上」に向けた具体的な教育活動を展開す

る、教員の定数加配や外部人材の配置を受けて習熟度別少人数指導や外国語活動の充実に取り組む、学

校支援ボランティアや地域の方と連携し、「ふるさと学習」など地域の特色を生かした教育活動を進める。 

統合協議会で、部会提案のとおり了承され、

今後『学校づくり部会』では、具体的な内容に

ついて検討していくこととなりました。 

～ 児童交流を行いました ～ 

昨年１１月２７日、手宮小

恒例の「子どもまつり」に色

内小の児童(１～４年生)が

参加し、一緒にゲームをする

など楽しい時間を過ごしま 

した。新年度は、遠足など４校揃

っての事前交流などを予定して

おり、現在、４校で細かな調整を

しているところです。 

 

こんにちは！ 

えいっ！入れ～ 


